
 新潟県中越沖地震に対するボラんち。の活動報告とボランティア情報  ご自由におとりください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
  
 
 
 

ボランティア体験談を書いてくださった方々、ありがとうございました。 

地震の翌日に被災地の視察をしてきました。災害復興科学センター准教授の方の車

に同乗させて頂きました。朝 10 時頃に大学を出発し、出雲崎町、刈羽村、柏崎市の

３市町村を中心に回ってきました。 

海岸沿いを通り、出雲崎町にさしかかった頃から屋根がブルーシートで覆われた家屋、

傾いた家屋が見られました。時折、道が隆起しており車が揺れました。柏崎市西山に

入ると、道路に亀裂が走っているところが多く見られました。塀や灯籠が倒れている

家屋も沢山見られました。同市別山コミュニティセンターの方の話では、地盤の弱い

地帯があり、その地帯に沿って大きな被害が出ているとのことでした。 

柏崎市西山を出て、刈羽村に入ると国道が渋滞していました。この辺りから、災害復

旧のために全国から集まった車両を見かけるようになりました。国道沿いに倒壊した

家屋が見られ、被害の大きさを痛感しました。 

柏崎市内は、一目で被害が分かる建物とそうでない建物とに分かれました。外見は

無事でも、屋内にものが散乱しているところもありました。 

帰りは北陸道を通りました。道路には大きな亀裂が走っていたり、段差があったり

しましたが、必死の復旧作業によって思ったよりも早く通れるようになりました。 

最後に、今回の視察を通して感じたことです。倒壊した家屋、亀裂の走った道路な

ど一人の力ではどうしようもないこともあります。私に何ができるか分かりませんが、

どんな些細なことでもできることからやっていきたいと思いました。 

被災地でのボランティア活動に参加された方に“ボラ

ンティア体験談”を書いていただいています。その中か

ら、数人の方のボランティア体験談をご紹介します。 

柏崎市内で被災者の家の家具の運搬や掃除などをしてきまし

た。（７月２２日） 

 

いつ倒壊してもおかしくないような家へ行って手伝いをし

て、被災者の人といろいろと話をしましたが、家が悲惨な状態

にもかかわらずすごく笑顔でむかえてくれたお年寄りや悲しそ

うな表情で、心境を語ってくれたお年寄りや悲しそうな表情で

心境を語ってくれた女性がいたり、自分自身すごく考えさせら

れるような経験が出来ました。 

刈羽村の避難所で物資の運搬、お年寄りの方へのマッサージ兼、

話し相手、子どもの遊び相手等の各種雑用（７月２１日）。 

 

・驚いたのはボランティアが行政、自衛隊の補助的なたちばで

はなく、むしろメインとなって復興・避難所支援を行なって

いたこと。 

・避難所の方々の話し相手、子どもの遊び相手になるだけでも

充分に精神的な面での支援になるし、かつ、そういった事は

ボランティアにしかできない事だと思う。 

・子どもの遊び相手がメインのボランティア活動だったが、意

外にキツいので、体力のある学生はぜひ参加してほしい。 
 

刈羽村の避難所で子どもたちや高齢

者の方々の遊び相手、話し相手とな

った（７月２１日）。 

 

活動はとても楽しいものであった

し、自分自身を成長させてくれるも

のであったように思う。また機会が

あれば、参加したいと思う。ボラン

ティア活動に少しでも興味を持って

いる学生は、特に人手が足りない平

日にでも、参加して欲しいと思う。 

 



 
 
 
 

①ボランティアニーズの確認をします。 

ボ ラ ン テ ィ ア ニ ー ズ は 学 生 談 話 室 内 掲 示 板 、 本 部 広 報 誌 PoNP 、 ボ ラ ン テ ィ ア 情 報 ブ ロ グ

（http://blog.livedoor.jp/volinfo_shindai/）、メールマガジンで随時ご紹介しています。 

②気になるボランティアがあったら、ボランティアに参加する日を決めます。 

個人でいく場合、シャトル車を利用する場合ともに、参加日を決めてください。 

③ボラんち。のカウンターで受付をします。 

ボランティア受付シートに記入していただきます。その後、集合時間、持ち物等のご説明をさせていただきます。 

現地に行っている人数を把握するため、個人でいく場合も必ずボラんち。で受付をしてください。 

 

学生の力が被災地で必要とされています。 

困っている人がたくさんいます。 

ボランティア活動にご協力をお願いします。 

 

被災地にいく交通手段がない・・・。という方！！！ 

 

刈羽村ボランティアセンターまでのシャトル車が大学より出ます！ 
※６時２０分大学集合、２０時３０分大学着。毎日出ます。人数制限なし。受付は新潟大学学生ボランティア本部まで。 

参加日の前日１５時５０分までに受付をしてください。 

★★ボランティア情報★★ 

●車提供者募集● 

被災地まで学生ボランティアを送迎してください。活動日、活動時間は問いません。 

●物資運搬ボランティア● 

避難所に送られてくる物資等の運搬活動をします。活動日、活動時間は問いません。 

●家の片付けボランティア● 

家の片づけを行います。活動日、活動時間は問いません。 

●子どもと遊ぶボランティア● 

子どもと遊びます。活動日、活動時間は問いません。 

●高齢者とお話ボランティア● 

おじいちゃん、おばあちゃんとお話をしたり、遊びます。活動日、活動時間は問いません。  

※詳細は学生談話室内掲示板、ボラ情報 blog（http://blog.livedoor.jp/volinfo_shindai/）でご確認ください。 

 
 
  
 
 
 
 

 

メールマガジンに登録しませんか？ 
 

ボランティア活動を希望する方は、メールマガジンに登録を

されることをお勧めします。ボランティアニーズが入り次第、

メールマガジンが送信されます。以下のメールアドレスに空メ

ールを送信すると、自動的に登録されます（PC 推奨）。 

 
 

解約は 00415201u@merumo.ne.jp に空メール 

 

新潟大学学生ボランティア本部 

ボラんち。 

 

TEL ０２５－２６２－７５３０ 

MAIL gakuserv@adm.niigata-u.ac.jp 

HP http://www.nuvc.info/ 

 

総合教育研究棟２F 学生談話室内 


